


M a k i k o  O C H I D A

社会と関わってこそ
気付くことがたくさんあります。

職場の正面玄関で

小出保健所勤務の頃

職場にて

「将来どんな職業に就こうか」「将来何をしようか」と、迷っている人は多いはず。
自分が知っている選択肢の中だけで決めようとはしていませんか。
世の中には意外と知られていない多種多様な活躍の場があります。
そこで今回は、仕事やさまざまな活動で多彩に活躍されている卒業生を紹介。
広い世界を見て、未来を考えるヒントにしてください。

落田さんは現在、新潟県魚沼地域振興局企

画振興部にご勤務とお聞きしました。就職

のきっかけは何でしたか。

落田●私は大学入学当初から漠然とです

が、生まれ育った新潟に何か貢献できる職

につきたいと思っていました。在学中は就職

活動に失敗し、就職浪人中、新潟市職員が

いいのか新潟県職員がいいのか結構悩み

ました。結局、新潟県の職員として働けれ

ば、新潟市＝都市部だけでなく、新潟県のい

ろいろな地域に関わることができると思い、

新潟県の試験を受け、平成10年に一般行

政職として採用になりました。

　採用から2年後、最初の異動で当時の北

魚沼郡小出町（現：魚沼市）にある小出保

健所勤務となりました。生活環境も新潟市

内の親元での生活から、魚沼での一人暮ら

しとなりました。新潟市以外の地域で働いて

みたいという願いはかなったのですが、最初

の頃は正直に言うと魚沼という地域に対す

る知識も無ければ思い入れも持てず…周り

から見るとつまらなそうに働いていたようで

す。しかし仕事を通じて、また、仕事以外の

人達との付き合いによって、徐 に々魚沼の魅

力が分かるようになっていき、今ではすっかり

魚沼が好きになってしまいました。

県職員として地域で活動してきたことにつ

いての意義、仕事の楽しさや難しさについ

て教えてください。

落田●本来、公務員は社会のため公の奉

仕者として働くべきものです。しかし私の場

合は、魚沼のために働いているというより、魚

沼という地域が私に生活や仕事の楽しさを

気づかせてくれた感じさえしています。

　県職員が地域で働くということは、公務員

として地域のために何かをしてあげようと押

し付けるのではなく、地域の中に入っていっ

て、この地域には何が必要なのか、何を求

められているのか、地域の本当の声を聞く、

感じるという姿勢が大事なのだろうなと思い

ます。現場が近いというのは難しいこともあり

ますが、今の私にとってはむしろ生きがいの

感じられる楽しいことです。

地域振興としてどのような活動をされてい

るのでしょうか。

落田●地域振興にはいろいろな形がありま

すが、たとえば、地域の魅力を発掘しいろい

ろな形で情報を発信していくことです。魚沼

地域振興局では、特産物などの首都圏で

のＰＲや、地域資源のデータベース化を行っ

ています。私も、地域向けの広報紙を作成し

たり、県のホームページに地域情報を掲載し

たり。最近では、フィルムコミッションという、映

像の制作側へ地域の情報を提供してロケ

地を誘致しようという非営利組織の設立準

備にも少し携わらせてもらいました。

　地域の情報を発信し、魚沼の魅力を多く

の人に知ってもらうことで、交流人口の拡大

や地域の活性化につなげていけばというこ

となのですが、それ以上に、自分たちの地域

の良さを自分たちが実感するきっかけになる

といいなと思っています。

新潟県魚沼地域の良さは何ですか。

落田●何といっても「人」です。魚沼に来て

から、大勢の方からとても温かく親切に接し

てもらっています。人事異動がきっかけの、

偶然の魚沼の生活ですが、魚沼の人達と

知り合えて本当に良かったと思っています。

あと、月並みですが、自然・水・食べ物。西日

に照らされた越後三山には見とれてしまいま

す。ご飯も、新潟市でも十分美味しいと思っ

ていたのですが。魚沼に来ることがあった

ら、普通のお店で、普通に定食などを食べ

てみてください。絶対美味しいですよ！

新潟大学の思い出、魅力は何でしょうか。

落田●新潟大学。もっと勉強すれば良かっ

た。真っ先に浮かぶのはこの言葉です。大

学へ行っている時間より、バイトや旅行をし

ている時間の方が長かったですから。せっ

かく豊富なカリキュラムが用意されていたの

に、全然活用しませんでした。もったいなかっ

たと今になって思います。

最後に、後輩の皆さんにメッセージをお願

いいたします。

落田●私自身の反省をふまえて。自分の自

由に行動できることが学生時代の素晴らし

さですが、やりたくないことや面倒なことから

あまり逃げないで向き合ってみてください。社

会に出たときにぶつかる壁を覚悟して、乗り

越える強さを少しでも多く身につけてくださ

い。そのうえで豊富な時間を存分に活かし

て、ぜひ楽しい学生生活を送ってください。

学生時代のバイト先の
先輩と粟島へ（右が落田さん）
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